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第１回定例会 町政を問う 一般質問

　令和７年第１回定例町議会は３月５日に招集され14日間の会期で開かれました。　令和７年第１回定例町議会は３月５日に招集され14日間の会期で開かれました。
　初日は、町長の行政報告、令和７年度町政執行方針と教育長による教育行政執行方針に引き続き、計画の変更、　初日は、町長の行政報告、令和７年度町政執行方針と教育長による教育行政執行方針に引き続き、計画の変更、
条例の制定２件、条例の改正８件、条例の廃止、財産の譲渡、指定管理者の指定４件、補正予算４件の計21件条例の制定２件、条例の改正８件、条例の廃止、財産の譲渡、指定管理者の指定４件、補正予算４件の計21件
が審議されました。が審議されました。
　なお、令和７年度当麻町一般会計予算ほか４特別会計及び２事業会計予算については、予算審査特別委員会を　なお、令和７年度当麻町一般会計予算ほか４特別会計及び２事業会計予算については、予算審査特別委員会を
設置し付託審査しました。設置し付託審査しました。
　２日目（13日）は、議員が一般質問を行いました。　２日目（13日）は、議員が一般質問を行いました。
　最終日（18日）は、13日に開催された予算審査特別委員会の審査結果報告などを審議しました。　最終日（18日）は、13日に開催された予算審査特別委員会の審査結果報告などを審議しました。
　なお、今号では第1回臨時会（２月５日開催）、第２回臨時会（３月27日開催）についてもお知らせします。　なお、今号では第1回臨時会（２月５日開催）、第２回臨時会（３月27日開催）についてもお知らせします。

（議案審議結果は12ページをご覧ください。）（議案審議結果は12ページをご覧ください。）

第１回定例会第１回定例会令和７年令和７年

町政を問う！
　第１回定例会において、上杉議員が一般質問を行い、町長の考え
を尋ねました。（要旨にて掲載）

　一般質問と答弁（再質問を除く）の全文を当麻町ホームページ
「当麻町議会」の中に掲載していますのでご覧ください。

ここが
聞きたい

当麻町ホームページ／当麻町議会当麻町ホームページ／当麻町議会
http://town.tohma.hokkaido.jp/parliamenthttp://town.tohma.hokkaido.jp/parliament

このQRコードからアクセスすると
カラーで見ることができます。
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の
米
を
買
い
取
り
、「
新
米
祭
り
」

の
米
を
買
い
取
り
、「
新
米
祭
り
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
町
民

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
町
民

に
米
を
安
く
提
供
す
る
事
業
を
計
画

に
米
を
安
く
提
供
す
る
事
業
を
計
画

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
町

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
町

長
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。　

長
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。　

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

米
の
流
通
が
自
由
化
さ
れ
て

　
　
　

米
の
流
通
が
自
由
化
さ
れ
て

以
来
、
産
地
は
売
れ
る
米
作
り
を
進

以
来
、
産
地
は
売
れ
る
米
作
り
を
進

め
る
も
、
低
価
格
競
争
や
需
要
減
の

め
る
も
、
低
価
格
競
争
や
需
要
減
の

流
れ
に
あ
ら
が
え
ず
、
米
価
は
総
じ

流
れ
に
あ
ら
が
え
ず
、
米
価
は
総
じ

て
下
落
傾
向
と
な
り
、
加
え
て
昨
今

て
下
落
傾
向
と
な
り
、
加
え
て
昨
今

で
は
燃
油
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
肥

で
は
燃
油
の
価
格
高
騰
に
よ
り
、
肥

料
や
温
床
資
材
な
ど
の
価
格
も
高
騰

料
や
温
床
資
材
な
ど
の
価
格
も
高
騰

が
続
き
、
水
稲
生
産
者
の
経
営
は
疲

が
続
き
、
水
稲
生
産
者
の
経
営
は
疲

弊
す
る
ば
か
り
の
状
態
が
続
い
て
い

弊
す
る
ば
か
り
の
状
態
が
続
い
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
昨
年
の
「
令
和
の
米

　

そ
ん
な
折
、
昨
年
の
「
令
和
の
米

騒
動
」
に
よ
り
米
価
が
急
騰
し
、
水

騒
動
」
に
よ
り
米
価
が
急
騰
し
、
水

稲
生
産
者
に
と
っ
て
は
や
っ
と
適
正

稲
生
産
者
に
と
っ
て
は
や
っ
と
適
正

な
価
格
水
準
と
な
っ
た
と
の
喜
び
の

な
価
格
水
準
と
な
っ
た
と
の
喜
び
の

声
が
聞
か
れ
る
一
方
、
消
費
者
の
家

声
が
聞
か
れ
る
一
方
、
消
費
者
の
家

計
を
逼
迫
さ
せ
る
事
態
の
解
決
の
た

計
を
逼
迫
さ
せ
る
事
態
の
解
決
の
た

め
、
政
府
は
備
蓄
米
の
放
出
を
決
定

め
、
政
府
は
備
蓄
米
の
放
出
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
が
、
備
蓄
米
の
効
果

い
た
し
ま
し
た
が
、
備
蓄
米
の
効
果

は
不
透
明
で
、
今
後
、
価
格
高
か
ら

は
不
透
明
で
、
今
後
、
価
格
高
か
ら

コ
メ
離
れ
が
加
速
し
、
再
度
価
格
が

コ
メ
離
れ
が
加
速
し
、
再
度
価
格
が

下
落
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
も

下
落
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
も

事
実
で
あ
り
、
生
産
者
・
消
費
者
双

事
実
で
あ
り
、
生
産
者
・
消
費
者
双

方
の
負
担
を
緩
和
さ
せ
る
対
策
に
つ

方
の
負
担
を
緩
和
さ
せ
る
対
策
に
つ

い
て
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

い
て
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

国
で
は
昨
年
の
６
月
に
「
食
料
・
農

国
で
は
昨
年
の
６
月
に
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
を
改
正
し
、
こ

業
・
農
村
基
本
法
」
を
改
正
し
、
こ

れ
ま
で
農
作
物
に
対
す
る
生
産
コ
ス

れ
ま
で
農
作
物
に
対
す
る
生
産
コ
ス

ト
の
価
格
転
嫁
が
で
き
な
か
っ
た
課

ト
の
価
格
転
嫁
が
で
き
な
か
っ
た
課

題
を
解
決
す
る
べ
く
、
現
在
、
法
案

題
を
解
決
す
る
べ
く
、
現
在
、
法
案

整
理
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

整
理
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

の
動
き
に
注
視
し
、
判
断
し
た
い
と

の
動
き
に
注
視
し
、
判
断
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
提
案
の
「
町
が
一
定
数
の

　

ま
た
、
提
案
の
「
町
が
一
定
数
の

米
を
買
い
取
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
開

米
を
買
い
取
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
者
全

催
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
者
全

体
へ
の
支
援
効
果
が
不
透
明
と
な
っ

体
へ
の
支
援
効
果
が
不
透
明
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
実
際
に
米
価

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
実
際
に
米
価

が
下
落
し
た
場
合
に
必
要
に
応
じ
て

が
下
落
し
た
場
合
に
必
要
に
応
じ
て

生
産
者
支
援
は
別
の
方
法
で
検
討
し

生
産
者
支
援
は
別
の
方
法
で
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

第１回定例会 一般質問
　
　
　

上
杉
議
員

　
　
　

上
杉
議
員

　
　
　

昨
年
よ
り
、
全
国
的
に
米
の

　
　
　

昨
年
よ
り
、
全
国
的
に
米
の

価
格
が
高
騰
し
、
大
き
な
社
会
問
題

価
格
が
高
騰
し
、
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
消
費
者
に
と
っ
て

に
な
っ
て
お
り
、
消
費
者
に
と
っ
て

は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
は
、
対
策
と
し
て
備
蓄
米
を

国
は
、
対
策
と
し
て
備
蓄
米
を
2121
万万

ト
ン
放
出
し
、
価
格
の
抑
制
を
行
う

ト
ン
放
出
し
、
価
格
の
抑
制
を
行
う

よ
う
で
す
が
、
効
果
が
不
透
明
な
た

よ
う
で
す
が
、
効
果
が
不
透
明
な
た

め
、
不
安
を
払
拭
す
る
に
は
時
間
が

め
、
不
安
を
払
拭
す
る
に
は
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
。

か
か
り
そ
う
で
す
。

　

本
町
は
、
基
幹
産
業
が
農
業
で
主

　

本
町
は
、
基
幹
産
業
が
農
業
で
主

流
は
米
で
す
が
、
生
産
者
に
と
っ
て

流
は
米
で
す
が
、
生
産
者
に
と
っ
て

米
の
引
取
価
格
が
高
騰
す
る
事
は
、

米
の
引
取
価
格
が
高
騰
す
る
事
は
、

こ
こ
数
年
の
肥
料
、
燃
料
、
人
件
費

こ
こ
数
年
の
肥
料
、
燃
料
、
人
件
費

の
高
騰
を
考
え
る
と
、
妥
当
な
価
格

の
高
騰
を
考
え
る
と
、
妥
当
な
価
格

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
不
安
な
こ

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
不
安
な
こ

と
は
、
い
つ
、
ま
た
、
価
格
が
暴
落

と
は
、
い
つ
、
ま
た
、
価
格
が
暴
落

し
て
し
ま
う
の
か
が
、
心
配
の
種
で

し
て
し
ま
う
の
か
が
、
心
配
の
種
で

す
。
す
。

　

生
産
者
に
と
っ
て
は
良
い
価
格
、

　

生
産
者
に
と
っ
て
は
良
い
価
格
、

問

消
費
者
に
と
っ
て
は
、
大
変
厳
し
い

消
費
者
に
と
っ
て
は
、
大
変
厳
し
い

価
格
、
こ
れ
を
少
し
で
も
緩
和
で
き

価
格
、
こ
れ
を
少
し
で
も
緩
和
で
き

る
対
策
を
町
と
し
て
考
え
る
必
要
が

る
対
策
を
町
と
し
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
の
収
穫
期
に
昨
年

　

そ
こ
で
、
今
年
の
収
穫
期
に
昨
年

並
み
の
引
取
価
格
で
、
町
が
一
定
数

並
み
の
引
取
価
格
で
、
町
が
一
定
数

答

Q
米
の
価
格
高
騰
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て
の
対
策

上杉　達則 議員

Ａ
で
ん
す
け
ペ
イ
の

　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
付
与
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れ
ら
を
「
拘
禁
刑
」
と
し
た
こ
と
に

れ
ら
を
「
拘
禁
刑
」
と
し
た
こ
と
に

伴
い
、
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

伴
い
、
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
法
律
の
施

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
法
律
の
施

行
に
合
わ
せ
、
令
和
７
年
６
月
１
日

行
に
合
わ
せ
、
令
和
７
年
６
月
１
日

か
ら
施
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の

か
ら
施
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
に
つ
い

一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
に
つ
い

て
、
附
則
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

て
、
附
則
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

　

国
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
連
す
る

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
連
す
る

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴

に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
所

い
、
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
法
律
の
施

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
法
律
の
施

行
に
合
わ
せ
、
令
和
７
年
４
月
１
日

行
に
合
わ
せ
、
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
ま
す
。

か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
、
人
事
院
が
勧
告
し
た

　

い
ず
れ
も
、
人
事
院
が
勧
告
し
た

内
容
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
の
給

内
容
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
の
給

与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ

与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
改
正

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
準
じ
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

を
行
う
も
の
で
す
。

　

扶
養
手
当
、
給
料
表
の
改
正
や
再

　

扶
養
手
当
、
給
料
表
の
改
正
や
再

任
用
職
員
等
に
対
す
る
住
居
手
当
、

任
用
職
員
等
に
対
す
る
住
居
手
当
、

寒
冷
地
手
当
の
修
正
な
ど
を
行
う
も

寒
冷
地
手
当
の
修
正
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。

の
で
す
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
条
例
も
、
令
和

　

な
お
、
い
ず
れ
の
条
例
も
、
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

当
麻
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
、
人
事
院
規
則
の
改
正

　

い
ず
れ
も
、
人
事
院
規
則
の
改
正

及
び
対
応
す
る
民
間
労
働
法
制
が
施

及
び
対
応
す
る
民
間
労
働
法
制
が
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
準

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
に
準

じ
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

じ
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

当
麻
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

　

当
麻
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
で
は
、
深
夜
勤
務
で
、
時
間

る
条
例
で
は
、
深
夜
勤
務
で
、
時
間

外
勤
務
の
免
除
の
対
象
と
な
る
子
ど

外
勤
務
の
免
除
の
対
象
と
な
る
子
ど

も
の
範
囲
の
拡
大
、
配
偶
者
等
が
介

も
の
範
囲
の
拡
大
、
配
偶
者
等
が
介

護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職

護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職

員
に
対
す
る
意
向
確
認
等
、
及
び
勤

員
に
対
す
る
意
向
確
認
等
、
及
び
勤

務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
に
つ

務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
、

い
て
規
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
ほ
か
、

人
事
院
規
則
に
準
じ
た
条
文
の
整
理

人
事
院
規
則
に
準
じ
た
条
文
の
整
理

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
条
例
も
、
令
和

　

な
お
、
い
ず
れ
の
条
例
も
、
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

当
麻
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
議
会
議
員
の
な
り
手
不

　

全
国
的
に
議
会
議
員
の
な
り
手
不

足
が
深
刻
化
し
、
低
い
議
員
報
酬
で

足
が
深
刻
化
し
、
低
い
議
員
報
酬
で

あ
る
こ
と
が
一
つ
の
要
因
で
、
本
町

あ
る
こ
と
が
一
つ
の
要
因
で
、
本
町

も
、
今
後
定
数
を
確
保
す
る
こ
と
が

も
、
今
後
定
数
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
る
懸
念
が
あ
り
、
ま
た
、

難
し
く
な
る
懸
念
が
あ
り
、
ま
た
、

行
政
委
員
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況

行
政
委
員
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
額
の
引
上

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
酬
額
の
引
上

げ
を
行
う
も
の
で
す
。

げ
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
条
例
も
、
令
和

　

な
お
、
い
ず
れ
の
条
例
も
、
令
和

７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
た
内
閣

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
た
内
閣

　

ま
た
、
米
の
み
な
ら
ず
物
価
高
騰

　

ま
た
、
米
の
み
な
ら
ず
物
価
高
騰

に
よ
る
家
計
圧
迫
は
近
々
の
課
題
で

に
よ
る
家
計
圧
迫
は
近
々
の
課
題
で

あ
り
、
既
に
新
年
度
予
算
に
て
、
電

あ
り
、
既
に
新
年
度
予
算
に
て
、
電

子
地
域
通
貨
「
で
ん
す
け
ペ
イ
」
の

子
地
域
通
貨
「
で
ん
す
け
ペ
イ
」
の

ポ
イ
ン
ト
を
一
人
当
た
り
１
万
ポ
イ

ポ
イ
ン
ト
を
一
人
当
た
り
１
万
ポ
イ

ン
ト
付
与
す
る
「
物
価
高
騰
対
策
事

ン
ト
付
与
す
る
「
物
価
高
騰
対
策
事

業
」
を
計
画
し
て
お
り
、
今
後
、
町

業
」
を
計
画
し
て
お
り
、
今
後
、
町

民
の
皆
様
に
事
業
活
用
を
呼
び
掛
け

民
の
皆
様
に
事
業
活
用
を
呼
び
掛
け

て
い
き
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。

第１回定例会 一般質問／議案の審議

当
麻
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

葬
斎
場
修
繕
事
業
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

　

葬
斎
場
修
繕
事
業
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
推
進
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

ク
ー
ル
推
進
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
当
麻
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

た
り
、
当
麻
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
市
町
村
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る

展
市
町
村
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

　

刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が

令
和
４
年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
「
懲

令
和
４
年
６
月
に
公
布
さ
れ
、
「
懲

役
」
及
び
「
禁
錮
」
を
廃
止
し
、
そ

役
」
及
び
「
禁
錮
」
を
廃
止
し
、
そ

条

例

計
画
の
変
更
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府
令
の
規
定
に
従
い
定
め
ら
れ
て
お

府
令
の
規
定
に
従
い
定
め
ら
れ
て
お

り
、
食
事
を
提
供
す
る
際
、
献
立
等

り
、
食
事
を
提
供
す
る
際
、
献
立
等

に
つ
い
て
栄
養
の
観
点
か
ら
の
指
導
、

に
つ
い
て
栄
養
の
観
点
か
ら
の
指
導
、

必
要
な
配
慮
を
行
う
、
栄
養
士
を
栄

必
要
な
配
慮
を
行
う
、
栄
養
士
を
栄

養
士
又
は
管
理
栄
養
士
へ
改
め
る
も

養
士
又
は
管
理
栄
養
士
へ
改
め
る
も

の
で
す
。

の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
配
食

　

原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
委
託
料
に
つ
い
て
値
上

サ
ー
ビ
ス
の
委
託
料
に
つ
い
て
値
上

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

利
用
者
負
担
額
の
改
正
を
行
う
も
の

利
用
者
負
担
額
の
改
正
を
行
う
も
の

で
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
１
食
３
５
０
円

で
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
１
食
３
５
０
円

を
４
０
０
円
に
改
正
し
ま
す
。

を
４
０
０
円
に
改
正
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
緑
の
館
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

緑
の
館
は
、
旧
緑
郷
小
学
校
の
利

　

緑
の
館
は
、
旧
緑
郷
小
学
校
の
利

活
用
と
し
て
、
社
会
教
育
施
設
に
転

活
用
と
し
て
、
社
会
教
育
施
設
に
転

用
し
、
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
建

用
し
、
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
建

設
か
ら

設
か
ら
6565
年
が
経
過
し
、
損
傷
が
激

年
が
経
過
し
、
損
傷
が
激

し
い
こ
と
か
ら
、
解
体
を
予
定
し
て

し
い
こ
と
か
ら
、
解
体
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
緑
の
館
の
使
用
許

　

こ
の
条
例
は
、
緑
の
館
の
使
用
許

可
及
び
使
用
料
の
徴
収
等
に
つ
い
て
、

可
及
び
使
用
料
の
徴
収
等
に
つ
い
て
、

規
定
し
た
条
例
で
す
が
、
施
設
の
解

規
定
し
た
条
例
で
す
が
、
施
設
の
解

体
に
伴
い
条
例
を
廃
止
し
、
令
和
７

体
に
伴
い
条
例
を
廃
止
し
、
令
和
７

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

財
産
の
譲
渡
に
つ
い
て

　

株
式
会
社
旭
川
国
際
ゴ
ル
フ
場
の

　

株
式
会
社
旭
川
国
際
ゴ
ル
フ
場
の

株
券
を
保
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
近

株
券
を
保
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
近

年
は
こ
の
株
券
を
使
っ
て
ゴ
ル
フ
場

年
は
こ
の
株
券
を
使
っ
て
ゴ
ル
フ
場

を
利
用
す
る
こ
と
が
な
く
、
譲
渡
先

を
利
用
す
る
こ
と
が
な
く
、
譲
渡
先

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
入
札
参

を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、
入
札
参

加
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
地
方
自

加
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議

治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議

決
後
に
、
株
式
会
社
旭
川
国
際
ゴ
ル

決
後
に
、
株
式
会
社
旭
川
国
際
ゴ
ル

フ
場
へ
無
償
で
譲
渡
し
ま
す
。

フ
場
へ
無
償
で
譲
渡
し
ま
す
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
健
康
福
祉
施
設
）

　

当
麻
町
健
康
福
祉
施
設
（
ヘ
ル
シ

　

当
麻
町
健
康
福
祉
施
設
（
ヘ
ル
シ

ー
シ
ャ
ト
ー
）
の
指
定
管
理
者
の
指

ー
シ
ャ
ト
ー
）
の
指
定
管
理
者
の
指

定
期
間
が
、
３
月

定
期
間
が
、
３
月
3131
日
で
期
間
満
了

日
で
期
間
満
了

と
な
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定

と
な
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
後
、
契
約
を

に
よ
り
、
議
会
の
議
決
後
、
契
約
を

締
結
し
ま
す
。

締
結
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
と
な
る
の
は
株
式
会

　

指
定
管
理
者
と
な
る
の
は
株
式
会

社
ベ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
、
平
成

社
ベ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
、
平
成
1818
年年

度
か
ら
、
当
施
設
の
指
定
管
理
者
と

度
か
ら
、
当
施
設
の
指
定
管
理
者
と

し
て
管
理
運
営
を
行
い
、
利
用
者
へ

し
て
管
理
運
営
を
行
い
、
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
管
理
運
営
経

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
管
理
運
営
経

費
の
縮
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

費
の
縮
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

指
定
期
間
は
、
従
来
で
あ
れ
ば
３

　

指
定
期
間
は
、
従
来
で
あ
れ
ば
３

年
間
か
ら
５
年
間
で
す
が
、
施
設
維

年
間
か
ら
５
年
間
で
す
が
、
施
設
維

持
経
費
お
よ
び
管
理
運
営
費
の
高
騰

持
経
費
お
よ
び
管
理
運
営
費
の
高
騰

な
ど
、
今
後
、
改
善
や
見
直
し
を
図

な
ど
、
今
後
、
改
善
や
見
直
し
を
図

る
た
め
、
今
回
は
本
年
４
月
１
日
か

る
た
め
、
今
回
は
本
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
３
月

ら
令
和
８
年
３
月
3131
日
ま
で
の
１
年

日
ま
で
の
１
年

間
と
し
ま
す
。

間
と
し
ま
す
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
昆
虫
館
）

　

と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
と
う
ま

　

と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
と
う
ま

山
く
る
み
な
の
森
昆
虫
館
の
指
定
管

山
く
る
み
な
の
森
昆
虫
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
期
間
が
、
３
月

理
者
の
指
定
期
間
が
、
３
月
3131
日
で
日
で

期
間
満
了
と
な
る
た
め
、
地
方
自
治

期
間
満
了
と
な
る
た
め
、
地
方
自
治

法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
後
、

法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
後
、

契
約
を
締
結
し
ま
す
。

契
約
を
締
結
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
昆
虫
標
本
の
作

　

こ
の
施
設
は
、
昆
虫
標
本
の
作

成
・
補
修
、
生
態
観
察
室
の
昆
虫
の

成
・
補
修
、
生
態
観
察
室
の
昆
虫
の

飼
育
管
理
、
冬
期
間
の
昆
虫
管
理
な

飼
育
管
理
、
冬
期
間
の
昆
虫
管
理
な

ど
、
特
殊
な
業
務
が
多
く
を
占
め
る

ど
、
特
殊
な
業
務
が
多
く
を
占
め
る

こ
と
か
ら
、
専
門
的
な
技
術
、
知
識

こ
と
か
ら
、
専
門
的
な
技
術
、
知
識

ま
た
は
経
験
を
有
す
る
こ
と
が
必
要

ま
た
は
経
験
を
有
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

で
す
。

　

今
回
、
指
定
管
理
者
と
な
る
の
は

　

今
回
、
指
定
管
理
者
と
な
る
の
は

「
合
同
会
社
生
き
も
の
が
か
り
」
で
、

「
合
同
会
社
生
き
も
の
が
か
り
」
で
、

当
施
設
の
指
定
管
理
運
営
を
引
き
継

当
施
設
の
指
定
管
理
運
営
を
引
き
継

ぐ
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
地
域
お

ぐ
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
利
用
者
へ
の

こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
利
用
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
管
理
運
営
を
行
っ

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
管
理
運
営
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。

　

指
定
期
間
は
、
本
年
４
月
１
日
か

　

指
定
期
間
は
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
令
和

ら
令
和
1010
年
３
月

年
３
月
3131
日
ま
で
の
３
年

日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

間
で
す
。

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
輝
き
）

　

当
麻
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

当
麻
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

輝
き
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が

輝
き
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
が

３
月
３
月
3131
日
で
期
間
満
了
と
な
る
た
め
、

日
で
期
間
満
了
と
な
る
た
め
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
後
、
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

の
議
決
後
、
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
町
内
６
団
体
、
当
麻

　

こ
の
施
設
は
町
内
６
団
体
、
当
麻

町
商
工
会
、
当
麻
町
高
齢
者
事
業
団
、

町
商
工
会
、
当
麻
町
高
齢
者
事
業
団
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
当
麻
ス
ポ
ー

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
当
麻
ス
ポ
ー

ツ
協
会
、
文
化
連
盟
、
市
街
地
区
老

ツ
協
会
、
文
化
連
盟
、
市
街
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
長
寿
会
が
行
政
財
産
使
用

人
ク
ラ
ブ
長
寿
会
が
行
政
財
産
使
用

許
可
を
得
て
事
務
所
と
し
て
使
用
し

許
可
を
得
て
事
務
所
と
し
て
使
用
し

て
い
る
施
設
で
す
。

て
い
る
施
設
で
す
。

　

今
回
、
指
定
管
理
者
と
な
る
の
は
、

　

今
回
、
指
定
管
理
者
と
な
る
の
は
、

令
和
４
年
度
か
ら
当
該
施
設
の
指
定

令
和
４
年
度
か
ら
当
該
施
設
の
指
定

管
理
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
「
当
麻

管
理
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
「
当
麻

町
商
工
会
」
で
、
指
定
期
間
は
本
年

町
商
工
会
」
で
、
指
定
期
間
は
本
年

４
月
１
日
か
ら
令
和

４
月
１
日
か
ら
令
和
1010
年
３
月

年
３
月
3131
日日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

ま
で
の
３
年
間
で
す
。

財

産

指

定

第１回定例会／議案の審議
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公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
（
木
育
推
進
拠
点
施
設
）

　

木
育
推
進
拠
点
施
設
く
る
み
な
の

　

木
育
推
進
拠
点
施
設
く
る
み
な
の

木
遊
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間

木
遊
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間

が
、
本
年
３
月

が
、
本
年
３
月
3131
日
で
期
間
満
了
と

日
で
期
間
満
了
と

な
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

な
る
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
後
、
契
約
を
締

よ
り
、
議
会
の
議
決
後
、
契
約
を
締

結
し
ま
す
。

結
し
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
と
な
る
の
は
株
式
会

　

指
定
管
理
者
と
な
る
の
は
株
式
会

社
と
う
ま
振
興
公
社
で
、
令
和
４
年

社
と
う
ま
振
興
公
社
で
、
令
和
４
年

度
か
ら
当
該
施
設
の
指
定
管
理
者
と

度
か
ら
当
該
施
設
の
指
定
管
理
者
と

し
て
管
理
運
営
を
行
い
、
利
用
者
へ

し
て
管
理
運
営
を
行
い
、
利
用
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
管
理
運
営
経

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
管
理
運
営
経

費
の
縮
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

費
の
縮
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

指
定
期
間
は
、
本
年
４
月
１
日
か

　

指
定
期
間
は
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
令
和

ら
令
和
1010
年
３
月

年
３
月
3131
日
ま
で
の
３
年

日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

間
で
す
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら
２
億
７
，
１
９

　

現
行
の
予
算
か
ら
２
億
７
，
１
９

５
万
１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

５
万
１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ

そ
れ
ぞ
れ
8080
億
８
，
１
６
８
万
６
千

億
８
，
１
６
８
万
６
千

円
と
し
ま
し
た
。

円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

新
規
採
用
職
員
の
机
及
び
椅
子
を

　

新
規
採
用
職
員
の
机
及
び
椅
子
を

購
入
す
る
た
め
の
行
政
事
務
経
費
を

購
入
す
る
た
め
の
行
政
事
務
経
費
を

増
額
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
Ａ
Ｅ

増
額
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
Ａ
Ｅ

Ｄ
整
備
事
業
費
を
減
額
、
重
機
に
よ

Ｄ
整
備
事
業
費
を
減
額
、
重
機
に
よ

る
除
雪
回
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
除
雪
回
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
生
活
支
援
事
業
費
を
増
額
、
農
業

り
生
活
支
援
事
業
費
を
増
額
、
農
業

振
興
費
で
は
事
業
費
の
確
定
に
伴
い
、

振
興
費
で
は
事
業
費
の
確
定
に
伴
い
、

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
、
園
芸
施

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
、
園
芸
施

設
導
入
事
業
、
隔
離
栽
培
導
入
事
業

設
導
入
事
業
、
隔
離
栽
培
導
入
事
業

で
そ
れ
ぞ
れ
減
額
、
排
雪
作
業
に
係

で
そ
れ
ぞ
れ
減
額
、
排
雪
作
業
に
係

る
経
費
の
増
に
よ
り
除
雪
直
営
事
業

る
経
費
の
増
に
よ
り
除
雪
直
営
事
業

費
を
増
額
、
幼
稚
園
費
で
、
実
施
設

費
を
増
額
、
幼
稚
園
費
で
、
実
施
設

計
に
係
る
経
費
の
支
出
が
令
和
７
年

計
に
係
る
経
費
の
支
出
が
令
和
７
年

度
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
等
を

度
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
等
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施
設
勘

定
）
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら

　

現
行
の
予
算
か
ら
5555
万
３
千
円
を

万
３
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

４
，
９
２
９
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

４
，
９
２
９
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
一
般
管
理

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
一
般
管
理

費
を
減
額
、
在
宅
酸
素
療
法
が
必
要

費
を
減
額
、
在
宅
酸
素
療
法
が
必
要

な
患
者
が
転
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

な
患
者
が
転
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

医
療
用
機
械
器
具
費
を
減
額
し
ま
し

医
療
用
機
械
器
具
費
を
減
額
し
ま
し

た
。
た
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

現
行
の
予
算
に
８
，
４
７
２
万
６

　

現
行
の
予
算
に
８
，
４
７
２
万
６

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れれ
1212
億
３
，
０
３
７
万
６
千
円
と
し

億
３
，
０
３
７
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

利
用
者
数
の
増
に
よ
り
、
地
域
密

　

利
用
者
数
の
増
に
よ
り
、
地
域
密

着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金
を
増
額
、

着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金
を
増
額
、

利
用
者
数
及
び
平
均
給
付
額
の
増
に

利
用
者
数
及
び
平
均
給
付
額
の
増
に

よ
り
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金
、

よ
り
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金
を
増
額
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金
を
増
額
、

計
画
件
数
の
増
に
よ
り
、
居
宅
介
護

計
画
件
数
の
増
に
よ
り
、
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
金
な
ど
を
増
額

サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
金
な
ど
を
増
額

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

現
行
の
収
益
的
収
入
の
総
額
に
３

　

現
行
の
収
益
的
収
入
の
総
額
に
３

３
４
万
３
千
円
を
追
加
し
、
１
億
８
，

３
４
万
３
千
円
を
追
加
し
、
１
億
８
，

１
８
４
万
３
千
円
に
、
収
益
的
支
出

１
８
４
万
３
千
円
に
、
収
益
的
支
出

の
総
額
に
７
０
７
万
１
千
円
を
追
加

の
総
額
に
７
０
７
万
１
千
円
を
追
加

し
、
１
億
５
，
９
２
６
万
２
千
円
に
、

し
、
１
億
５
，
９
２
６
万
２
千
円
に
、

資
本
的
収
入
の
総
額
か
ら
３
９
０
万

資
本
的
収
入
の
総
額
か
ら
３
９
０
万

円
を
減
額
し
、
４
７
０
万
１
千
円
に
、

円
を
減
額
し
、
４
７
０
万
１
千
円
に
、

資
本
的
支
出
の
総
額
か
ら
７
８
０
万

資
本
的
支
出
の
総
額
か
ら
７
８
０
万

円
を
減
額
し
、
２
，
７
７
１
万
円
と

円
を
減
額
し
、
２
，
７
７
１
万
円
と

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

収
益
的
収
入
の
雑
収
益
で
、
建
設

　

収
益
的
収
入
の
雑
収
益
で
、
建
設

協
力
金
及
び
担
当
者
会
議
旅
費
助
成

協
力
金
及
び
担
当
者
会
議
旅
費
助
成

金
を
増
額
、
下
水
道
管
渠
カ
メ
ラ
調

金
を
増
額
、
下
水
道
管
渠
カ
メ
ラ
調

査
委
託
業
務
を
４
条
予
算
か
ら
３
条

査
委
託
業
務
を
４
条
予
算
か
ら
３
条

予
算
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
収

予
算
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
収

益
的
収
入
の
国
庫
補
助
金
と
収
益
的

益
的
収
入
の
国
庫
補
助
金
と
収
益
的

支
出
の
管
渠
費
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

支
出
の
管
渠
費
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

第１回定例会／議案の審議

補
正
予
算

議会を傍聴しましょう
●町議会の定例会は、年４回（３月・
６月・９月・12月）開かれます。

●町議会の臨時会は、必要に応じて
随時開かれます。

町政はあなたのために…

次の定例会は６月です。
お気軽にお越しください。
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議会の傍聴や、議会の傍聴や、
議事堂の見学を議事堂の見学を
してみませんか。してみませんか。

２月11日 ⇨ ５月12日

当麻小学校 入学式当麻小学校 入学式 　２月　 12日 地域農業再生協議会 （議長・産福委員長）
 18日 総務文教常任委員会 
 19日 産業福祉常任委員会 
 20日 深川市議会改革特別委員会来庁 （議長・ICT委員・事務局）
 21日 上川中央部市・町議会事務局長及び担当者会議 （局長・係長⇒旭川市）
 25日 議会運営委員会 
 26日 全員協議会 
 27日 大雪浄化組合議会定例会 （組合議員⇒愛別町）
  愛別町外3町塵芥処理組合議会定例会 （組合議員⇒愛別町）
  上川中部福祉事務組合議会定例会 （組合議員⇒愛別町）
 28日 自衛隊協力会との研修会 （議長）
 
　３月　  ５日 第１回定例会（初日） 
  予算審査特別委員会 
 10日 議会運営委員会 
 11日 地域農業再生協議会 （議長・産福委員長）
 12日 当麻中学校卒業式 
 13日 第１回定例会（２日目） 
  予算審査特別委員会 
 15日 当麻幼稚園卒園式 
  当麻保育園卒園式 
 18日 第１回定例会（最終日） 
 　 議会報編集特別委員会 
 19日 宇園別小学校卒業式 
  大雪消防組合議会定例会 （組合議員⇒美瑛町）
 21日 当麻小学校卒業式 
 27日 第２回臨時会
  全員協議会
 
　４月　  １日 当麻保育園入園式 
  ２日 当麻農業協同組合通常総会 （議長・産福委員長）
  ３日 議会報編集特別委員会 
  ７日 交通安全関係団体結団式 （議長）
  当麻中学校入学式 
  ８日 当麻幼稚園入園式 
  ９日 当麻小学校入学式 
 18日 議会報編集特別委員会 
 21日 米麦改良協会総会 （議長・産福委員長）
  地域農業再生協議会 （議長・産福委員長）
 23日 全員協議会 
 24日 水天宮祭・通水式 （議長）
  議会報編集特別委員会（リモート） 
 26日 観光施設クリーン作戦
 28日 自衛隊協力会・防犯協会・交通安全協会総会 （議長）

　５月　  １日 第３回臨時会 
  ８日 愛別町外３町塵芥処理組合議会臨時会 （組合議員⇒愛別町）
  ９日 上川中央部市・町議会事務局長会総会 （局長⇒旭川市）
 10日 開町記念式
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予算総額　115億5,998万4千円

西 川 委 員 長

　令和７年度当麻町一般会計ほか４特別会計予算及び２事
業会計予算は、議長を除く全議員で構成の『予算審査特別
委員会（西川委員長・片原副委員長）』を設置し審査を行
いました。審査の結果、各会計予算案については、原案の
とおり可決すべきものと決定しました。

令和７年度 予算審議

令和７年度 各会計予算額

一 般 会 計 84 億 1,500 万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（事業勘定） 8億 8,050 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
（医科診療施設勘定） 1億 4,750 万円

後期高齢者医療特別会計 1億 5,120 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 11 億 7,860 万円

水道事業会計　収益的支出 2億 4,510 万 6 千円

水道事業会計　資本的支出 3億 3,632 万 4 千円

下水道事業会計  収益的支出 1億 6,609 万 6 千円

下水道事業会計  資本的支出 3,965 万 8 千円

総 　 　 　 　   額 115 億 5,998 万 4 千円

前 年 度 比  5 億 4,760 万 3 千円 増

予算審査特別委員会
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令和７年度 予算審議

い
ま
す
。

　
　
　

上
杉
委
員

　
　
　

本
町
で
も
２
件
の
空
き
巣
被

害
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
防
犯

意
識
を
高
め
る
意
味
で
も
本
町
の
防

犯
カ
メ
ラ
の
増
設
を
考
え
て
み
て
は
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

カ
メ
ラ
の
増
設
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
場
所
に
つ
い
て
検
討
、
確
認

し
て
い
き
た
い
。　

　
　
　

上
杉
委
員

　
　
　

部
活
動
の
地
域
移
行
、
ど
の

よ
う
な
形
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　

中
村
教
育
長

　
　
　

今
年
度
は
、
地
域
の
指
導
者

が
い
る
卓
球
に
つ
い
て
は
、
休
日
も

含
め
、
ふ
だ
ん
の
練
習
も
地
域
の
方
、

少
年
団
の
方
に
移
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

柔
道
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
少
年
団
に
つ
い
て
は
、

中
体
連
の
規
約
の
改
正
で
、
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
単
位
で
の
出
場
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
域
の
指
導
者
の
い
る
種

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

澤
田
委
員

　
　
　

戦
没
者
追
悼
事
業
で
す
が
、

今
後
は
町
主
催
で
献
花
方
式
で
や
る

と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　
　
　

忠
魂
顕
彰
会
が
行
っ
て
い
た

事
業
を
、
今
後
は
町
主
催
で
献
花
方

式
で
や
り
ま
す
。

　
　
　

上
杉
委
員

　
　
　

外
国
人
介
護
人
材
育
成
事
業

で
、
外
国
人
に
支
援
は
あ
る
が
、
日

本
人
に
対
し
て
支
援
は
な
い
の
か
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　
　
　

外
国
人
介
護
人
材
協
議
会
で

外
国
人
学
生
の
費
用
を
拠
出
負
担
し
、

そ
の
後
、
本
町
の
介
護
事
業
所
に
勤

め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
日
本
人

の
介
護
人
材
に
対
す
る
支
援
を
行
え

る
よ
う
な
協
議
会
が
今
の
と
こ
ろ
は

な
い
の
で
、
そ
こ
に
対
す
る
拠
出
金

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　

餌
取
委
員

　
　
　

旭
川
赤
十
字
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
負
担
金
の
説
明
を
。

　
　
　

保
健
福
祉
課
長

　
　
　

こ
の
負
担
金
は
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
対
す
る
経
費
と
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
経
費
の
一
部
に

対
す
る
負
担
金
で
、
上
川
町
村
会
を

通
じ
て
旭
川
赤
十
字
病
院
に
お
支
払

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

上
杉
委
員

　
　
　

ア
ラ
イ
グ
マ
の
処
理
委
託
料

と
処
理
費
助
成
金
は
、
ど
こ
に
ど
う

い
う
形
で
委
託
、
助
成
し
て
い
る
の

か
。

　
　
　

農
林
業
振
興
課
長

　
　
　

ア
ラ
イ
グ
マ
の
処
理
は
愛
別

の
塵
芥
処
理
組
合
場
に
運
び
出
す
と

い
う
の
が
主
な
も
の
で
す
が
、
農
協

の
方
で
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

助
成
金
と
い
う
形
で
お
支
払
い
を
し

て
い
ま
す
。
委
託
費
は
市
街
地
で
も

最
近
異
常
に
ア
ラ
イ
グ
マ
の
出
没
件

数
が
多
く
な
っ
て
い
て
、
従
前
町
職

員
が
愛
別
の
ご
み
処
理
場
に
搬
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
農
協
に
委

託
を
し
て
お
り
、
分
け
て
管
理
し
て

　
　
　

上
杉
委
員

　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
事
業
で
、

カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布
を
継
続
し
て
も

ら
え
る
の
か
。

答　
　

情
報
発
信
戦
略
課
長

　
　
　

通
常
ど
お
り
の
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
　
　

上
杉
委
員

　
　
　

防
災
ヘ
リ
負
担
金
は
ど
こ
に

対
し
て
負
担
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

総
務
課
長

　
　
　

北
海
道
に
対
し
て
、
全
市
町

村
が
あ
る
一
定
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
負
担
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

深
谷
委
員

　
　
　

当
麻
町
地
域
幹
線
系
統
支
援

金
事
業
は
、
今
後
も
続
く
事
業
な
の

か
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　

道
北
バ
ス
の
路
線
を
沿
線
自

治
体
で
負
担
す
る
事
業
で
、
町
と
し

て
も
利
用
者
が
増
え
る
施
策
を
打
っ

一
般
会
計
歳
出

総

務

費

衛

生

費

民

生

費

農

林

業

費

問答

答

問

問問

問

問問

問

答

答答

答

答答

問答

総
括
質
疑　
　

　
　
　

７
会
計
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目
か
ら
順
次
、
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
地
域
の
指
導
者
の
受
皿
を
す
る

組
織
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

澤
田
委
員

　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
ま
で
に

全
市
町
村
に
設
置
す
る
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ

う
に
設
置
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

村
椿
町
長

　
　
　

令
和
８
年
度
ま
で
に
は
設
置

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
準
備
を
進
め

ま
す
。

　

本
町
は
、
専
門
職
、
人
員
体
制
は

充
実
し
て
い
ま
す
の
で
、
円
滑
に
移

行
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

予算審査特別委員会／第１回臨時会／第２回臨時会

問答

　予算審査特別委員会は、予算審査のた
めに本会議で議決され設置される委員会
です。
　3月の定例会に次年度の当初予算（案）
が提出され、本会議で予算審査特別委員
会に付託し、当初予算が適切に計上され
ているか審査を行います。

予算審査特別委員会知っていましたか
議会のアレコレ

令
和
６
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

現
行
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

　

現
行
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

令
和
７
年
２
月
５
日
開
催

令
和
７
年
２
月
５
日
開
催

第
１
回
臨
時
会

第
１
回
臨
時
会

承
認
１
件
、
議
案
１
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

〔
議
案
審
議
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
〕

財

産

専
決
処
分

れ
２
，
１
１
３
万
１
千
円
を
追
加
し
、

れ
２
，
１
１
３
万
１
千
円
を
追
加
し
、

8383
億
５
，
３
６
３
万
７
千
円
と
し
ま

億
５
，
３
６
３
万
７
千
円
と
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
橋
梁
長

　

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
事
業
で
、
排
水
ポ
ン
プ

寿
命
化
修
繕
事
業
で
、
排
水
ポ
ン
プ

の
台
数
及
び
排
水
ポ
ン
プ
と
ジ
ェ
ッ

の
台
数
及
び
排
水
ポ
ン
プ
と
ジ
ェ
ッ

ト
ヒ
ー
タ
ー
の
稼
働
日
数
の
増
、
三

ト
ヒ
ー
タ
ー
の
稼
働
日
数
の
増
、
三

ノ
丘
川
河
川
改
修
事
業
で
、
コ
ン
ク

ノ
丘
川
河
川
改
修
事
業
で
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
殻
の
運
搬
と
処
分
費
用
、
基

リ
ー
ト
殻
の
運
搬
と
処
分
費
用
、
基

礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
撤
去
後
の
置
換
え

礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
撤
去
後
の
置
換
え

砂
利
の
増
な
ど
に
よ
る
工
事
費
を
増

砂
利
の
増
な
ど
に
よ
る
工
事
費
を
増

額
し
ま
し
た
。

額
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
締
結
の
議
決
事

項
の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
第
３
回
当
麻
町
議
会
定

　

令
和
６
年
第
３
回
当
麻
町
議
会
定

例
会
で
議
決
し
た
三
ノ
丘
川
河
川
改

例
会
で
議
決
し
た
三
ノ
丘
川
河
川
改

修
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
内
容
に
一

修
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
内
容
に
一

部
変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
契
約
金

部
変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
契
約
金

額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

変
更
内
容
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻

　

変
更
内
容
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻

の
運
搬
及
び
処
分
費
用
、
基
礎
コ
ン

の
運
搬
及
び
処
分
費
用
、
基
礎
コ
ン

ク
リ
ー
ト
撤
去
後
の
置
換
え
砂
利
、

ク
リ
ー
ト
撤
去
後
の
置
換
え
砂
利
、

工
事
用
道
路
を
移
動
さ
せ
た
こ
と
に

工
事
用
道
路
を
移
動
さ
せ
た
こ
と
に

よ
る
敷
鉄
板
費
用
の
増
な
ど
、
「
６
，

よ
る
敷
鉄
板
費
用
の
増
な
ど
、
「
６
，

５
７
８
万
円
」
を
「
８
，
３
４
１
万

５
７
８
万
円
」
を
「
８
，
３
４
１
万

３
千
円
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

３
千
円
」
に
変
更
し
ま
し
た
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

町
有
林
間
伐
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

　

町
有
林
間
伐
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

令
和
７
年
３
月

令
和
７
年
３
月
2727
日
開
催

日
開
催

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

財
産
の
処
分
、
補
正
予
算
６
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

〔
議
案
審
議
結
果
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
〕

生
産
さ
れ
た
素
材
を
当
麻
町
森
林
組

生
産
さ
れ
た
素
材
を
当
麻
町
森
林
組

合
に
売
払
う
た
め
、
地
方
自
治
法
及

合
に
売
払
う
た
め
、
地
方
自
治
法
及

び
町
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

び
町
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

の
議
決
後
に
契
約
を
す
る
も
の
で
す
。

の
議
決
後
に
契
約
を
す
る
も
の
で
す
。

　

処
分
す
る
素
材
は
開
明
地
区
の
ト

　

処
分
す
る
素
材
は
開
明
地
区
の
ト

契

約
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第２回臨時会

ド
マ
ツ
外
１
，
８
７
７
．
０
４
３
立

ド
マ
ツ
外
１
，
８
７
７
．
０
４
３
立

方
メ
ー
ト
ル
で
、
契
約
金
額
は
１
，

方
メ
ー
ト
ル
で
、
契
約
金
額
は
１
，

６
５
０
万
円
で
す
。

６
５
０
万
円
で
す
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら
１
億
３
，
６
８

　

現
行
の
予
算
か
ら
１
億
３
，
６
８

９
万
３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

９
万
３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ

そ
れ
ぞ
れ
7979
億
４
，
４
７
９
万
３
千

億
４
，
４
７
９
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

各
事
務
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
計

　

各
事
務
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
計

数
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

数
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

繰
越
明
許
費
で
大
雪
消
防
組
合
当

　

繰
越
明
許
費
で
大
雪
消
防
組
合
当

麻
消
防
署
単
独
経
費
負
担
事
業
を
令

麻
消
防
署
単
独
経
費
負
担
事
業
を
令

和
７
年
度
に
繰
越
し
、
地
方
債
補
正

和
７
年
度
に
繰
越
し
、
地
方
債
補
正

で
は
４
事
業
の
事
業
費
の
確
定
に
よ

で
は
４
事
業
の
事
業
費
の
確
定
に
よ

り
限
度
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

り
限
度
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら
３
，
０
１
４
万

　

現
行
の
予
算
か
ら
３
，
０
１
４
万

８
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

８
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
８
億
３
，
７
４
６
万
４
千
円
と

ぞ
れ
８
億
３
，
７
４
６
万
４
千
円
と

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

入
院
医
療
費
の
減
等
に
よ
り
診
療

　

入
院
医
療
費
の
減
等
に
よ
り
診
療

報
酬
給
付
金
を
、
高
額
な
医
療
費
の

報
酬
給
付
金
を
、
高
額
な
医
療
費
の

減
に
よ
り
高
額
療
養
費
給
付
金
を
、

減
に
よ
り
高
額
療
養
費
給
付
金
を
、

出
産
件
数
の
減
に
よ
り
出
産
育
児
一

出
産
件
数
の
減
に
よ
り
出
産
育
児
一

時
補
助
金
な
ど
を
減
額
補
正
し
ま
し

時
補
助
金
な
ど
を
減
額
補
正
し
ま
し

た
。
た
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施
設
勘

定
）
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら
２
１
１
万
５
千

　

現
行
の
予
算
か
ら
２
１
１
万
５
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
４
，
７
１
８
万
１
千
円
と
し
ま

１
億
４
，
７
１
８
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
一
般
管
理

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
り
一
般
管
理

費
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

者
の
減
に
よ
り
医
療
材
料
費
を
減
額

者
の
減
に
よ
り
医
療
材
料
費
を
減
額

補
正
し
ま
し
た
。

補
正
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら

　

現
行
の
予
算
か
ら
2626
万
円
を
減
額

万
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
，

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
，

６
４
７
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

６
４
７
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

賦
課
総
額
の
増
に
よ
る
保
険
料
の

　

賦
課
総
額
の
増
に
よ
る
保
険
料
の

増
、
保
険
料
低
所
得
者
軽
減
額
の
減

増
、
保
険
料
低
所
得
者
軽
減
額
の
減

に
よ
る
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
減

に
よ
る
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
の
減

な
ど
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

な
ど
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
を
減
額
、
過
年
度
還
付

連
合
納
付
金
を
減
額
、
過
年
度
還
付

金
額
の
確
定
に
よ
り
保
険
料
還
付
金

金
額
の
確
定
に
よ
り
保
険
料
還
付
金

を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

現
行
の
予
算
か
ら
１
，
５
７
５
万

　

現
行
の
予
算
か
ら
１
，
５
７
５
万

１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
ぞ
れ
1212
億
１
，
４
６
２
万
５
千
円
と

億
１
，
４
６
２
万
５
千
円
と

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

審
査
会
開
催
回
数
の
減
及
び
介
護

　

審
査
会
開
催
回
数
の
減
及
び
介
護

認
定
申
請
数
の
減
等
に
よ
り
介
護
認

認
定
申
請
数
の
減
等
に
よ
り
介
護
認

定
審
査
会
費
を
減
額
、
介
護
予
防
・

定
審
査
会
費
を
減
額
、
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
介
護
予

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
及
び
一

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
及
び
一

般
介
護
予
防
事
業
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

般
介
護
予
防
事
業
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
減
等
に
よ
り
介
護
予
防
事

利
用
者
の
減
等
に
よ
り
介
護
予
防
事

業
費
を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

業
費
を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
当
麻
町
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

現
行
の
収
益
的
収
入
の
総
額
か
ら

　

現
行
の
収
益
的
収
入
の
総
額
か
ら

３
０
０
万
５
千
円
を
減
額
し
、
１
億

３
０
０
万
５
千
円
を
減
額
し
、
１
億

７
，
８
８
３
万
８
千
円
に
、
収
益
的

７
，
８
８
３
万
８
千
円
に
、
収
益
的

支
出
の
総
額
か
ら
２
８
３
万
３
千
円

支
出
の
総
額
か
ら
２
８
３
万
３
千
円

を
減
額
し
、
１
億
５
，
６
４
２
万
９

を
減
額
し
、
１
億
５
，
６
４
２
万
９

千
円
と
し
ま
し
た
。

千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

各
種
事
業
の
完
了
に
伴
う
事
業
費

　

各
種
事
業
の
完
了
に
伴
う
事
業
費

の
確
定
に
よ
り
、
計
数
の
整
理
を
行

の
確
定
に
よ
り
、
計
数
の
整
理
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

補
正
予
算

編
集議

会
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

西　

川　

泰　

弘

副
委
員
長　

片　

原　

康　

夫

委　
　

員　

上　

杉　

達　

則

委　
　

員　

岸　

山　

尚　

弘



 122025（令和７）年５月

第１回　定例会
事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

議　案 第１号 当麻町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について 原案可決

３月５日

議　案 第２号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定に
ついて 原案可決

議　案 第３号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部
を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 原案可決

議　案 第４号 当麻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の
一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第６号 当麻町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第７号 当麻町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第８号 当麻町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 原案可決

議　案 第９号 当麻町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例について 原案可決

議　案 第10号 当麻町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条
例について 原案可決

議　案 第11号 当麻町介護予防・日常生活支援総合事業の実施に関する条例の一部を改正する条
例について 原案可決

議　案 第12号 当麻町緑の館の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について 原案可決

議　案 第13号 財産の譲渡について 原案可決

議　案 第14号 公の施設に係る指定管理者の指定について（健康福祉施設） 原案可決

議　案 第15号 公の施設に係る指定管理者の指定について（昆虫館） 原案可決

議　案 第16号 公の施設に係る指定管理者の指定について（輝き） 原案可決

議　案 第17号 公の施設に係る指定管理者の指定について（木育推進拠点施設） 原案可決

議　案 第18号 令和６年度当麻町一般会計補正予算（第９号） 原案可決

議　案 第19号 令和６年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第５号） 原案可決

議　案 第20号 令和６年度当麻町介護保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決

議　案 第21号 令和６年度当麻町公共下水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

議　案 第22号 令和７年度当麻町一般会計予算 原案可決

３月18日

議　案 第23号 令和７年度当麻町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 原案可決

議　案 第24号 令和７年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）予算 原案可決

議　案 第25号 令和７年度当麻町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議　案 第26号 令和７年度当麻町介護保険特別会計予算 原案可決

議　案 第27号 令和７年度当麻町水道事業会計予算 原案可決

議　案 第28号 令和７年度当麻町公共下水道事業会計予算 原案可決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔予算審査特別委員会付託（７件）〕

閉会中の所管事務調査の申し出について（総務文教常任委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （産業福祉常任委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （議会運営委員会）

承　認

議案審議の結果

議案審議の結果
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議案の採決結果

議案の採決結果

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　　　ただし、議長は職務上、採決に参加していません。　　　　　　　（議席順）

片
原
議
員

上
杉
議
員

加
藤
議
員

餌
取
議
員

善
光
議
員

深
谷
議
員

西
川
議
員

岸
山
議
員

澤
田
副
議
長

中
港
議
長

第１回定例会

議 案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第12号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第13号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第14号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第15号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第17号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第18号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第19号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第20号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第21号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第22号 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第23号 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第24号 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第25号 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第26号 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第27号 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第28号 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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議案審議の結果／議案の採決結果

議案審議の結果
第１回　臨時会

事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

承　認 第１号 専決処分の承認を求めることについて 承　　認
２月５日

議　案 第１号 工事請負契約締結の議決事項の変更について 原案可決

第２回　臨時会
事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

議　案 第１号 財産の処分について 原案可決

３月27日

議　案 第２号 令和６年度当麻町一般会計補正予算（第 10号） 原案可決

議　案 第３号 令和６年度当麻町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原案可決

議　案 第４号 令和６年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第６号） 原案可決

議　案 第５号 令和６年度当麻町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議　案 第６号 令和６年度当麻町介護保険特別会計補正予算（第６号） 原案可決

議　案 第７号 令和６年度当麻町公共下水道事業会計補正予算（第５号） 原案可決

議案の採決結果
片
原
議
員

上
杉
議
員

加
藤
議
員

餌
取
議
員

善
光
議
員

深
谷
議
員

西
川
議
員

岸
山
議
員

澤
田
副
議
長

中
港
議
長

第１回臨時会

承 認 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

第２回臨時会

議 案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　　　ただし、議長は職務上、採決に参加していません。　　　　　　　（議席順）


